
 

  

 

 

 

 

■日時：2018 年10月 14日（日） 13：30～17：30 
 

■会場：京都市山科区安朱中溝町３−２ 
      山科駅より東 徒歩 3～４分の民家  

（山添 宅）（安朱保育園 東隣） 
 

■内容  

（１）発表と対話 

テーマ ： 

発表者 ： 小西 真理子 さん （大阪大学文学研究科講師） 
 

（２）懇親会‥‥食べながら飲みながら語り合います（持ち込み歓迎） 
★懇親会参加者で実費（1000 円程度）ご負担願います 

★申し込み・問い合わせ⇒ 林まで：michi-care@outlook.jp  090-5366-1497 

★どなたでも参加できます（初参加歓迎）。先着 20 名程度 
 

    

  

 
 

「〈ケア〉を考える会」ホームページ 

http://care-kyoto.jimdo.com/ 

 
 

「〈ケア〉を考える会-岡山」 

http://okayama-care.jimdo.com/ 

 

 

おたがいの言葉を手がかりに考える

時間をもつこと、確かめながらゆっく

りと考える時間を共にし、分け合う。 

「考え」でなく、「考え方」をお互い共

有してゆく。 

対話には結論はありません。 

プロセスをゆたかにできなくては。 
 

（長田弘『なつかしい時間』P.191） 

 

■当日の大まかな予定 

13：00    ⇒ 有志集合…会場準備等 

13：30～  ⇒ 学びの会／対話 

15：30 頃～ ⇒ 懇親会（笑いヨガ／音楽演奏なども） 

17：00～17：30 ⇒ 片付け、終了 

（その後で、名残惜しコーヒータイム ？ ） 

 
 

ひととひととの関係において重要な

のは、各人が主体的にどのようにしよ

うとしているかではなくて、いつとは

なしにお互いが心を開いてしまって

いるという事態である。 
 

（池上哲司『傍らにあること』P.169） 
 

 

わたしたちはじぶんのいのちが他の

いのちとの交換のなかにあることを

知らされる。 
 

（鷲田清一『老いの空白』P.227） 

エヴァ・キテイ著『愛の労働あるいは依存とケ

アの正義論』（2010 年、白澤社）を起点として、

「ケア」について考えてみたいと思います。 

みなさまには、もし可能であれば、第６章（で

きれば＋第１章）を読んできていただきたいで

す。第６章はキテイと知的障碍のある娘さんと

の個人的な語りで、とても読みやすいと思いま

す。もちろん、全部読んでいただいても、読ん

でこない場合でも対話可能な内容を準備させて

いただきます。キテイの記述を発展させる形で、

ケアという視点にはどういった価値があるの

か、良いケアとは何か、良いケア像はいかなる

重圧を生むのか、ケアにも支配性・暴力性があ

るのではないか、といった問いをゆるやかに立

てさせていただこうと思っています。みなさま

には、ご興味のある問いに対して連想された内

容をご自身の視点でお話しいただければ幸いで

す。もちろん、本を読んでご自身で問いを立て

ていただいてもありがたいです。 （小西） 

http://care-kyoto.jimdo.com/
http://okayama-care.jimdo.com/

